
 
 

 

 

 

４（３）審議事項 

①本県スポーツ振興の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ４ 



 



１ 

 

１．スポーツ参加の機会づくりの推進 

   ○スポーツ参加の機会の充実等 

・富山マラソンの実施(H27～) 

・Enjoy！スポーツとやまの実施（R5） 

・とやま週イチスポーツ推進事業（R5） 

・県民歩こう運動推進大会、かがやきウォークアプリとの連携 

   ○障害者スポーツの推進 

・障害者スポーツと健常者スポーツの一体的な取組 

・障害者スポーツ教室の開催、全国大会等出場者への支援等 

 

２．スポーツ施設の機能の充実と学校体育施設の開放の促進 

○県営スポーツ施設の機能の充実等 

・近年の主な整備：総合体育センター中アリーナ冷暖房設備新設、西部体育センター大アリーナ照明ＬＥＤ化 等 

・トレーニング室の利用時間延長(2h→3h)、開館時間の臨時繰り上げや延長 等  

・富山県武道館の整備 

情勢の変化等を踏まえた基本計画の改定（R5.9）、令和９年度開館に向けた整備（R5.11～） 

   ○学校体育施設開放 

・R4 開放校数：308 校（小 195 校、中 78 校、高 35 校）（開放率：97.4％） 

・R4 利用人数：1,716,616 人 

 

３．スポーツ活動を支える組織の充実と交流・連携・協働の推進 

○スポーツ団体の育成、市町村や企業等との連携 

 ・派遣スポーツ主事による県と市町村の連携 

・総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度の開始（R4～）、より公益性の高いクラブ活動に向けた支援 

・富山県部活動応援企業登録制度の創設（R5.2～、現在 13 社登録） 

  学校部活動や地域クラブ活動への指導者の派遣、施設や用具の提供、財政的支援等 

 

指標名及び指標の説明 策定時 現 況 目標(R11） 

成人のスポーツ実施率 
週 1 回以上、スポーツをする成人の割合 

36.2％ 
（R1） 

38.8％ 
（R4） 

（※国 52.3％） 

50％程度 
（R11） 

スポーツイベントの参加者数 
富山県スポーツフェスタ、ウォーキングカップの参加者数 

93,400 人 
（H30） 

59,765 人 
（R4） 

100,000 人 
（R11） 

【主な課題と今後の取組みの方向性】 

・特にスポーツ実施率の低い働き盛り・子育て世代への運動の習慣化やスポーツに親しむ契機となるような取組の推進 

・障害者スポーツへの理解の促進、障害者スポーツの普及、障害者のスポーツ機会の充実 

･利用者のニーズ等に配慮した施設の整備・改修、老朽化した施設の計画的な改修 

・県民の利便性向上に向けた、施設予約システムの整備 

・総合型クラブの活性化、クラブ間連携の推進、国の動き（登録・認証制度の整備等）を踏まえた支援体制の検討 

・応援企業登録制度の周知と登録数の増加 



２ 

 

 

 

１．運動好きな子どもの育成と体力向上の取組の推進 

○学校等における体力向上の取組の推進 

・体力向上推進委員会（年２回）における体力・運動能力調査等 

の分析 

・Web アプリ「とやま元気っこチャレンジ」による体力データ収集と、 

ミッション機能を活用した、望ましい生活習慣、運動習慣の定着 

・保育士等の資質向上を目指す運動遊び講習会の実施 

・授業以外の子どものスポーツ機会の充実 

 

２．学校における体育・スポーツ活動の充実 

○教員の指導力の向上 

・小学校体育実技指導者講習会（R5:幼児の運動遊び、器械運動系、ボール運動系 122 名） 

・中・高等学校体育実技指導者講習会（R5:陸上競技、柔道、保健 78 名） 

・水泳指導者講習会（R5:救命救急含む 43 名） 

○地域と連携した学校体育・スポーツ活動の推進 

・専門的な指導力をもつ地域のスポーツ人材の活用の推進 

部活動指導員の配置 （R 元 80 名 → R2 94 名 → R3 118 名 → R4 141 名 → R5 163 名） 

スポーツエキスパートの配置 （R 元 523 名 → R2 504 名 → R3 477 名 → R4 463 名 → R5 432 名） 

○少子化等に対応した持続可能な運動部活動の推進 

・休日の部活動の段階的な地域移行に向け、持続可能なスポーツ環境を整備するため実証事業等の実施 

地域スポーツクラブ活動体制整備事業（R5:実証事業 10 市町） 

・「富山県学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」の策定（R5.12） 

 

３．体力向上や運動習慣等に関する啓発活動の展開 

○子どもの体力向上や運動習慣等に関する情報提供 

・「とやま元気っこチャレンジ」によるお知らせ機能や啓発動画を活用した、体力向上と健康増進に関する情報提供 

・保護者等を対象とした講習会や親子教室の開催による「運動遊び」の普及及び啓発 

指標名及び指標の説明 策定時 現 況 目標(R11） 

体力・運動能力の合計点 
全国体力・運動能力調査における体力合計点 

全国 11 位 
（H30） 

全国 9 位 
（R5） 

全国上位 
（R11） 

運動に取り組む児童の割合 
体力向上シート「みんなでチャレンジ 3015」の目標点に到達した小

学生の割合 
96.6％ 
（H30） 

55.5％ 
（R4） 

98.0％ 
（R11） 

２   
基本施策 

全国体力・運動能力・運動習慣等調査より 

【主な課題と今後の取組みの方向性】 

・Web アプリ「とやま元気っこチャレンジ」や「みんなでチャレンジ３０１５」のより効果的な活用推進による、日常的に（家

庭や地域も含め）運動に取り組む児童の割合の増加、体を動かすことが「好き」な子どもの育成 

・地域スポーツ人材の一層の活用の推進 

・地域スポーツ活動体制（運営、指導者、環境等）の整備による、地域の特色に応じた持続可能なスポーツ環境の構築 



３ 

 

 

 

１．トップアスリートの育成を目指した強化施策の推進 

○ジュニア選手の育成・強化等 

・未来のアスリート発掘事業（H17～） 

累計 1,169 人(18 期生まで) 

これまでの実績 

日本代表（年代別）強化選手数 161 人、 

全国規模の大会出場者数 634 人 

（中学生 312 人、高校生 322 人） 

・とやまスポーツ道場（H18～) 

  R4 実績 20 競技、974 名 

○全国や世界での活躍が期待できる競技等の重点強化 

・TOYAMA アスリートマルチサポート事業 

・IoT を活用したスポーツ競技力向上支援事業（R4～） 

R5 実績：ホッケー成年男子（国体出場）、ローイング（国体入賞 2）、 

バレーボール、ハンドボール、ソフトボール成年女子（国体入賞） 

・重点 3 競技の強化（高校サッカー、高校野球、駅伝） 

 

２．競技力の向上を目指した強化拠点の整備推進 

○強化拠点の整備 

・総合体育センターが「HPSC ネットワーク」の連携機関に指定（R４～R10） 

・トップアスリート向け第 2 トレーニング室供用開始（R1.12～） 

 

３．トップアスリートを県民総ぐるみで支援する体制の推進 

○元気とやまスポーツ応援基金によるトップアスリートの活動支援 

・助成人数（H23 支援開始からの累計）：291 人 

・企業からの寄付、元気とやまスポーツ WAON カード制度、富山マラソンふるさと納税による寄付等による財源確保 

 

 

 

 

 

 

 

指標名及び指標の説明 策定時 現 況 目標(R11） 
全国大会等における上位入賞者数 
国民スポーツ大会、全国高等学校総合体育大会、全国中学校体育

大会における３位以内の入賞者数等 
46 

（H29） 
33 

（R5） 
48 以上 
（R11） 

オリンピック出場者数 
オリンピック競技大会（夏季・冬季）に出場する本県選手数 

９人 
（H28 リオ 6 人） 
（H30 平昌 3 人） 

16 人 
（R3 東京 14 人） 
（R4 北京 2 人） 

10 人以上 
（R11） 

【主な課題と今後の取組みの方向性】 

・小中学生の優秀な選手の県外流出への対応方策の検討 

・ 「HPSC ネットワーク」を活用した県総合体育センターでのさらなる競技力向上ための体制づくりの構築 

・アスリートのセカンドキャリアを支援する取組の検討 

・部活動地域移行に伴う中学生年代の強化の推進 

・さらなる競技力向上を目指した強化拠点の整備の推進 

・アスリート支援のための新たな財源確保 



４ 

【主な課題と今後の取組みの方向性】 

・高度化、多様化するニーズに応じた指導ができる質の高い指導者の育成 

・県内トップチーム等との連携による一層のアスリートの活用の推進 

・継続的なボランティア活動の機会づくりや情報の提供 

・TOYAMA アスリートマルチサポート事業でスーパートレーナーを軸とした県内トレーナー間の連携・強化 

・県民の健康づくりや障害者スポーツの振興など、多様な活動を顕彰することができる制度の充実 

 

 

 

１．スポーツに関わる多様な人材の育成と活用の推進 

○指導者の育成・資質向上 

・日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の育成 

・日本パラ（障がい者）スポーツ協会公認指導者の育成 

・運動部活動指導者研修会等の開催 

   ○地域スポーツ人材の活用 

・パスネットとやま（指導者人材バンク）の再構築(R5) 

  部活動の地域移行に向けた指導者の確保 

・富山マラソン運営ボランティア 

 2023 大会：3,018 人（内個人 347 人） 

 

２．競技力の向上を担う指導者の育成と国レベルの強化拠点との連携強化 

・IoT 機器を活用できる指導者（アナリスト）の育成（IoT を活用したスポーツ競技力向上支援事業） 

・スーパートレーナーによる県内若手トレーナーの育成 

・NTC（ナショナルトレーニングセンター）や JISS（国立スポーツ科学センター）等への研修 

 

３．スポーツ活動の顕彰の充実 

   ○全国大会や国際大会で活躍したアスリートの顕彰 

・県教育委員会表彰（小中高校生）、県部門功労表彰（大学・社会人）  

・県功労表彰、特別表彰（世界選手権優勝等）、県民栄誉賞（オリンピックメダリスト） 

・全国障害者スポーツ大会上位入賞者への褒賞（R5～） 

   ○多様なスポーツ活動を称える顕彰 

・元気とやまスポーツ大賞（H18～R2）とやま県民スポーツ大賞（R3～） Ｒ５までの総受賞者数：1,512 人 

 

 

指標名及び指標の説明 策定時 現 況 目標(R11） 

スポーツ指導者数 
(公財)日本スポーツ協会に登録している公認スポーツ指導者数 

2,987 人 
（R1） 

3,641 人 
（R5） 

3,000 人 
（R11） 

パラ（障害者）スポーツ指導員数 
(公財)日本パラ（障がい者）スポーツ協会が定める「パラ（障害者）

スポーツ指導員」資格の取得者数（累計） 

685 人 
（H30） 

815 人 
（R5） 

925 人 
（R11） 

４   
基本施策 



５ 

【主な課題と今後の取組みの方向性】 

・スポーツを通じた地域活性化を図るためのスポーツコミッション設立に向けた検討 

・スポーツ合宿や大会誘致を促進する方策の検討 

・富山県武道館の整備を契機とした、県総合運動公園の魅力向上 

・地域の活性化や交流人口の拡大に結びつく、さらなるスポーツ情報の発信 

・プロスポーツチーム等、本県トップスポーツチームと連携した、応援機運の醸成 

 

 

 

１．地域を活性化させるスポーツイベント等の推進 

○本県の魅力を活かしたスポーツイベントの開催 

・富山マラソンの開催 

・湾岸サイクリングの開催 

・競技団体等が実施する大会やイベントへの後援等 

   ○スポーツを通じた交流の促進 

     ・環日本海インターハイの開催 

     ・日独スポーツ少年団同時交流事業（派遣・受入） 

     ・県外学生のスポーツ合宿誘致・促進 

       「富山で合宿！」誘致事業（地創局） 

 

２．「みるスポーツ」の機会づくりの推進 

○プロスポーツチーム等と連携したスポーツの魅力の発信 

・県主催イベントでのトップリーグ所属チームのＰＲやゲスト出演 

・プロスポーツチームによる未就学児～中学生を対象とした技術指導 

・プロスポーツチームがホームゲーム等において実施する地域活性化事業に対する支援 

・プロスポーツチームの実施する地域貢献活動等に対するふるさと納税の募集（Ｒ５～）  

・県公式ＳＮＳ等によるプロスポーツチームの情報発信 

・福祉施設等の児童生徒を対象としたプロスポーツ観戦無料招待事業に対する支援 

 

３．スポーツ情報の発信 

○とやまスポーツ情報ネットワークの充実 

・県、市町村スポーツ大会・イベント情報等の積極的な提供、更新 

 ・多様な広報ツールの活用（県 HP、県公式 LINE 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名及び指標の説明 策定時 現 況 目標(R11） 
県内プロスポーツチームのホームゲーム 
年間観客総数（バスケットボール、野球、サッカー） 

142,780 人 
（H30） 

148,148 人 
（R5） 

160,000 人 
（R11） 

富山マラソンにおける海外枠の充足率（※） 
                  海外参加目標数の達成率 70％ 

（R1） 
52% 

（R5） 
100％ 

（R11） 

５ 
  

基本施策 

※R3、R4 は新型コロナウイルス感染症の影響で海外枠の募集を停止、R5以降、海外在住者を優先する海外枠は廃止し、 

  海外在住者は一般枠内で受付のため指標名を修正 



 

 

 

   ②スポーツプラン改定スケジュール 
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1

スポーツプラン改定スケジュール（案）

年
度

月 全体スケジュール

○プラン冊子送付（６月～８月）

令和５年度
第１回スポーツ推進審議会

（３月）

○プラン改定について(諮問)

・現状と課題を踏まえ、今後の

本県スポーツ振興の方向性

及び今後取り組むべきスポ

ーツ振興方策について審議

第２回スポーツ推進審議会
（11月）

○県政世論調査実施
（８～９月）

令和６年度
第１回スポーツ推進審議会

（7月）

○骨子（案）の検討

○プラン（案）の検討

○プラン本文（案）の検討

・パブリックコメントを踏ま

えてプラン本文（案）を作成

○教育委員会での協議・承認

（４月）

○プラン改定・公表

第３回スポーツ推進審議会
（３月）

○スポーツプランの改定
について（答申）（３月）

○パブリックコメントの実施
（12月～１月）

○県政世論調査結果の公表
（３月中旬）

 ６
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